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ミ那を 毒ず る 

ユダャ 系 英國人 

- 仲 木 貴】 
戰爭 と金 

羣 sn 亿も 二忆主 Ilf をと 2 たナ ご； はせ 璧 J — ク |。ふ羣 で 一. 待 名に 待 
クた をが 菱 かつた 意’ 化え たる 養と 不 芝 巧 丸と でち 張ゥ 切つ たる ゥユ タントンの 軍勢 
にみ しやぅ 4 を < •皮め なるお 化を 巧して しまつた。 

ナポ レ ホンが？？ し T 待つ て&た をと I ミ Q は 養 寞 人；； ィル王 おから ナポ レ 
オンに 置す 襄忆 なつて &た Q ち 愛； チ ャィ ルド I をでは. 奠由畏 〇奠大 ホが をが 


レで sif 5 vi ， 蒙— 養— 養— ミ乏 p 

ミホ 勞 f 一5 •養 f 
SI— 器 — f f ミ ^ 。 巧 *^^ か 了 fbcc 

nyl - t ;。 ング： ゥイ；，—— if 

の 一^^^ ホへ i も 可たり わる t だ。 化 ま— 畜中 まに 十な 富な 卜- 響れ 

— Inf は y ; p ろ r っセ。 111 る 
をの 巧 宴で ホる 計りで なく 世 さの なち ft しら， t と 〇 養わる。 

はを—’； チ ヤイ ルド i 養 0— 看て — I 
英国な おと ユダヤ人 



まで •化 度 夷 夏府と 寞人拘 巧と に ミて わ ふ 巧が t 。 化の 巧を ミぺ この アルマ 

ダ® » 却ち 巧 巧の せ ホ 0 お 上®! を 巧つ てゐ たせ ホーの 大巧 なち ± ハ 化 だの 中 巧に 巧 田の ななに 
大西 2 S 试 されて し* つち 今迄 Q 某 重が が 含 〇キに がると§ に 世 5 おお 株即モ 

巧權 はを 遷坦 5 ゥ‘寞 KBSI まを 莫芝呈 妾 窒 ft きぶ 津 この お 

政 S 察忙 わつた。 而 して. ミお枉 (富は 何 歯から 曲た を 養* S 內抗； へが お 
に 出 巧な かつた 窮で f 文化 急れ 乏 た蹇 K5SS. 羣美壽 を 巧」 巧 つてね 
た 護 C 荒く 寶 をで 曼 れを需 ち？ 芙養 i 馬で 《を 

を 田で わつた 0 

その 巧乏な 畜が窝 E てま 友 su れ みを-ナポい ォ -S 萬つ？ 巧 太 人のを 
義用 -5 たと 同ち CS 柔娶人 e をを 借用し ミで t。 モ SQ 愛人ち 案 K. ヘィ 
ン政巧 S 妾 之を S 寞 人で 象" モ 《愛人が； ィ ’/ 養を 盞を 受けち をして 

遺が にお ミな 差 曲に 蓋を して’； ィンを 化かしみ とい ム巧 に & るので ぁ ミ 
*時ぞそ S かわら S I ; パ S 毒 お S 寞人 わらき 值名そ S を宙 * s 力を.》 


- a 

り义化 fe 免いで 巧つた も C でみ る。® ろ 巧 太 人に 巧つて ■ IB ブ パみ 田は « 大 とな 0 •巧 巧 把を 
宙〇 文明は ホり 上げられ たと 君 ふ 春が 化 ホる 0 である。 而 して. み ao 爲に 十々 公 ゎした® 
乂 人は どう & つを かろ 面ん と-面が 强大 とを 0 で， を 力© か 巧まで め 巧と 巧め な < をつ わ 時には 
己れ たな 待せ 还卞 る© で わる。 最巧 ナチ K がを 0 たのは な 治 的 意 巧 合 ひに なつて ねる ポ •巧し モ 
の裏面には乂巧巧時の巧大を借ぉ巧西が按ををちすも〇では&いかミ 巧ち 巧8の巧邁をエ《 
サベ K 女王は 猫 太 人 t 巧みに 利用して 大巧 田を 巧いて しまつた が •そ 0 ホと で 巧 太 人 t 巧う 姑 末 
してし io セ かと IK ムと • ® は？ れ をを W 巧して し 4 つたので &る〇 

理由は 斯うで ホる。 侍 BQ 一活义 人が ユ ••'ザ ベス 女王を 巧 段 せんとした とまん ので， そ 0 侍 B 
fc 段す と 同時に •巧 宙の巧 巧た まけた" ン ドン 巿 がは-巧 田のを# する た 王に おを 函る やう & 巧 
太 人は やつつ けて しまへ と 云 ム〇で •なち！！ ン ドン 中の 巧 太 人は 义をぷ りに された 0 でもる。 巧 
もこれ は！！ 8 化 巧 時の 00 巧し の やうな 巧 致で わつ わらう i 巧 像され る。 

曲は 世 巧の 生ける 巧と 云つて シエ J クス ピアは •巧 時ち ちわわ^ のな す餐 をで あつたが ，化 0 
なかの-つ Q 「ヴ ユ -- ス の 巧 人 J (巧を 時化に 巧して r 人 巧 R 入を 利」 と 君 つわもの】 には， いと 


4 巧 かに お 太 人は « む 可し と s つた 巧 fc •ん巧 巧 巧の s にを 上の 命を で 害いた のでは な レ かとち 
はれる やゥ広 •シご ィツ タと 云ム を 墓を Q 済 太 人 Q ま 探？ 描けて 含。 
巧し璧にせみ一の斯作をガわら彼は巧して5卞ィロツクと5巧太人ちマ，口|とま‘。 

同時4:6袋畫？54;鬼受や5巧5てをか0ち ？同情」了’ 一要？巧かのま 

人な として 捕 至して ミ 所 SS 裏が* ろな 忆畜で ミ 卞ィ。 ツク奚 思 人と してな 

ち 巧 a では 同— るを 人み として 臂 すると 云 ムニ 柱 0 なおを が 貧冀て t ところが 面 
白い 巧ガ。 

人情の 囊を ょく かつてね る ミク スピ 7 は •碧： ン ドン 子と 一 持 忆窒て 进太人 巧。 夕 
はし 度 かつた やぅ だ， を 上 S き隻 & く 反 治 的な S をを いても • S 太 人 Q 普通の 人 柏に 巧い 
た 所に 冨巧 がわる。 度 お 病 太 人は ホ 利 S して 8 S をす る けれども‘？ には かす ガ けの 
坦 ちを を 璧忙 する にはす る》 けの 巧 用が ななに— 巧 だ。 


英國ミ ユダャ人の 因果 關係 

まて. 巧义 人は このる りに •巧が 0 困 塞 反 I ホ おい 目に 逢は まれろ 巧 用 か 0 される。 を <操 
の 下 Q 力 巧ち 0 お だ。 考 へて をれば 可を 想を 巧し だ わら •これに 巧す る 巧と ち ふ > ポ 
に强い 事は ながで わる。 巧 0 ナポ レ ホンの 没に 一二 亩ザ 前の！： おの 度 巧に がする 巧み tap さんと し 
を 巧け を 巧で わる。 だから， 巧 曲 货蘭巧 巧に をを « 通し やぅと したのは 巧が でぁる 〇ガが •こ 0 
時 これ t 兒 巧に A ひ 止めて •巧の 怨みは ずつ わ 6董 て させて ナポレオン にお 棄 みを 巧 わさせ 大巧 
ホ团 をち おのを をに 笠 かしめ たを 時は 大 ft 治安は ■にない 抗刖 でぁ 0 たと 安へ る。 巧し. もれと 
同時に‘今巧は义ぁぶ々に巧ムやぅなへ4をホず.|8|^に大お巧《のちゅる巧«を«0しめて， 
ぢ とれ お* 祐た固 》 てがた B K チャィム ド】 まの や P ホ も ホ 素 巧ら しい to とを へや 5 
彼の HF ヮ ー ド セ 世 陛下が •シン プッン ホ 人と キに 手を i つて 化函 巧ち する に まつを 巧 肉 もホ責 
にな 太人阳 18 にわる とまへ やゥ〇 


かせ 巧での を も 逸ん ザ 巧 巧を である 肚貪主 庭 者で 大文學 さで をる T プ トン •シンク レ ヤーは • 
シンプソン ホ 人 0 巧 父 広 ホる 〇巧 ホが ホ W にわた 化 時化 忙は C 0 叔父さん のぶ 巧の！！ 化 
け セら うと 達れ ろな ホが ちま 帝 Q 巧 遇襄 5 して 閒も义 < •巧 ま 巧 tt * をに ♦巧 お 助に なす 
る-をを ちを 巧 化されん とした 〇此は 巧 田な 巧に 巧て がされざる 所の 货で & るが， それに も 巧は 
らホ 共を 打ち 巧ら うとした 巧に 面白 巧ボ わる。 

勿餘 これは シンプソン ホ 人 0|<80|^ が原拍 力で ホつたら ゥと 十々 K 巧 ♦される 〇と 云ム のは • 

英困 はか 一雪い 寡 農 堯組？ 巧ら れて& て， 巧 gsif 度 KS と？* るが •モウ 

巧 巧 巧を かは うとす る呈 巧のを 巧し は •巧 巧 シン プッン 夫人の 良い 意 巧の 巧# に讯 たみと Ms し 
てょ わらう。 巧し 乍ら 法を は •本 ホの 巧 田民自 おには 化合せ たなる « ザが. 安本ぶな 巧な ホ 却ろ 
巧 太 人ち にと 9 ては 大 をる 巧 巧で ある。 

H ， ザべ ミ 素を ぶ C を 巧 0 た わとは 甚だ お まが 違ム けれども •寞 人寶で ホる》 には 
巧を をい Q である。 ナポレオン C 時から た 百 十 ザち つて. 篇太 人は ち g かち 迫は れんと ずるので 

あろ お - KA た？？ ミと &ミ 5 雲？。 間 § ミた ポ； ミン 幕 (困 あは 目 


む 


に 見 先る やう ザ 0 

か < で 王 おに ホる か 巧は、 ちま まには な サられ & いと S ムホ法 ポロを 巧いて •を 巧のを 化 f 
のち 苗 民-同に おする 巧な 志る ラザオ で© をち 乞 ひ* « てち 田 貧 巧 一同の « ながら C をな 沒〇を 
巧け させられて 他な へと 安住 0 巧 t ホめ てな まり おんた。 ガが巧 酉は， 今回の 日 ま巧爭 にと 巧る 
のでを る。 

ホ两 の ホ 大巧な 货杳 《ゥスえ 佐は 世 巧 〇宙 e をず なる々 思と 云ん 本た g . いちち gc やうな I 
萬ち 哩 に-入し か 人 Q & ないやうな 巧 巧を を サ巧や 到る 巧に 巧つて ねる S は 又 天が* 巧の あり » 
る 用は •日本 や 巧を やを 太が の やうに 巧 主 巧く 人ロ ホ かみ# < 巧 も 天資 0 巧い H * ろ 公 やに $ 
を々 配 すずきで ホる 〇なる 時には. » をはが 巧 わらが を ひそめる ガ らうと 云ム が； a なので わ る。 

ホ 巧の 輿篇は 巧に これ をホ受 巧 巧を した‘ 香の 上な にかて •又 下 巧に がて 己 0 巧 ほは** 技 
巧への 資閒 巧と をつ た。 巧し ィ J デン ホ 巧 其 化 現 政府を 巧 巧は、 巧 かる！！ おにす を « けるな をは 
毛頭 おい。 芙 田の 持つ ホと 大巧 ± とは •長年 巧 0 同 田 お ホ 大〇 巧力忙 巧つて 度 巧した もので •巧 
t み* と 化 田に まつて 堪るも 0 わ-それ 巧 か .& 近 H 本が 化 ホの 巧 巧と 巧し 坦 勺て 英《 のがを た 


損 ホる から •ホづ これ 0 巧 巧たち ふ 可 》 ザと ao た。 己れ になして 下 おのま 領袖 巧の- »岛 は， 
それは人お上を^^&い»巧と - ちを巧じたやゥでぁつた〇 
規 ホの 巧 B 政 巧は* ィ I デン ホ 巧 その他 0 す W で〜々 る やぅに 富の 公平なる 分 E # は 巧 ひもょ 
ら卞 ，巧みな まに » 巧 優 化 fc ちめ て， 英目〇 巧を fc 巧す に ま 0 セ 日本は* らしめ ねば 在らん とを 
ふので ホる。 巧で， そ Q ‘ K あとは をせ 巧を 通じて 0* ではを るが， まとして ホは ま邢 t 巧す も 0 
でを る。 ち 困は まがに » して «巧の 借款が りでは ない。 巧ホぱ わりでは & い • to 巧では を 石 
01 巧 おに 伴 ふ 巧 巧 0 巧达 みに 化しい ので わる。 ぞおエ 巧〜 みを 巧 田の 巧 まに ょつ てかられ た 

e ち 

而 るに 日本の お ホに おがして 人 巧に 力なを 入れた が •巧を 捐 ホに 巧は みつて 化は 巧 子 江 
巧 岸に 巧 C 木を 巧た， 篇ホエ 巧を 运で 化した。 中 化に がける 巧資十 a 国は 上と I 友ん 0 は 化 等の ホ 
を 指ず ので & る。 而 して， これは 美宙 政府が やつて むる 巧で 往< •巧 本 巧 連 巧ち B K チャィルド 
一 おの 仕事で & る。 化 巧に 巧て か， 巧 太 人 曰スチ 卞ィル V と 日本とは 正面衝突のを 機を 巧む に ま* 
ミ。 . 

* 
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日 支 事 變と英 •米 

化 ま 問 8 •上な 巧 得が 巧を する や 巧 田は やつを と 女つて 中な が 巧を 稱 へたり •日本の すを fc 斗 
んガ り， H 本 軍な 退を 申ん れ たり， ザ 化を ホ 面から 备巧〇 思を！ H 本への な 巧を 3 がに 示しが 
した。 それ もがう であらう •巧 日 風に 巧に ポ 々，4^ 巧 巧され て 巧 < 巧 巧な# おエ 巧は 巧 H の. み • 
切ろ" ス チャィルド I 巧 0 みだから、 なが 氣で & いを ゼ C 

共 おでち へる 巧き 巧は‘' 巧 Q が 美 曇ち シン ププン の 賣进 りに 英两 のせ ♦が 巧 t 宙 巧し’ 
おお 一 おを もつ て 巧 ち； チ ャィ ル F I 交 t 巧 商した をら だ. をサ なる 巧の々* 泣し ない 
そでち 日 ま 夏を 巧 w した P ， ま 巧で 角 突 合 ひを した C •日 まなな S おり 巧に 化し やお 
つて ホて 巧な 〇獨ゥ 占めを しやう と •たくらむ 兵は# からう とちん 巧で わる。 か 巧き 巧のを 化さ 
れ た# は‘ をす あす も 巧 全 まがで わるし •又 世# 平 巧 0 上から も 巧し む ぺを巧 巧で ホる。 

巧 巧 化 巧に 窠る神 をれば 巧け る 神を と ちム 巧を か' 化 SQ 公ヤ 々配を 度く 《ゥス 大 せを 


生ん ガホ 因. ち 因の まと 反比例して •お 巧が がに 巧 w に 巧して 好を をを せて わる 事で ある 〇 所が 
つ SC の 間を は •化 C ホい 間 日本 H 巧 t ましめ ホ 揉 日 問 ほに 引な さ •凡てに 巧 t な 巧して •今に 
4 日 义な拓 が お ± る やうに， 凡ゆる お 巧が 遺进 して ゐ セのに. をに 手の な fc 巧す やう 忙最 巧な 巧 
t 示し 出しを 事で ホる。 • 

巧 日を のな が， おに 味 ホに をつた なじが をる ので. 一 お M 巧は お 田 t 苗んで ねても. 巧が 巧 だ 
かま 0 ばり々 ら ずがに つま i れ たお ガ とお ふ。 ダが •ホ 困が 日本 忆 なまを 持ち出した « に .化し 
て 巧® 0 はない。 その 窗巧 は. を 後に 巧* 現れて 巧る だら うと あはれ る。 巧が を 日の 巧 历に现 は 
れるま 巧 巧 巧 反〇ノ IKn ップ 巧. ヵ ー テク R が •ボ t ゥィング 历巧 Qff 巧 得は， 巧れ も 巧 ホ 曲 
から » 入され たみ. をを に 义數十 S の ホ 巧が ホ 巧に 巧 ひ 巧 曲され たも 0 巧 もみる •巧が-方には 
义ホ田巧巧ま0巧まな巧をホな府は8{^^^しホと巧へ られる〇 

これ ホなる 可を しい チ おした 寒の やうで あるが これ 亦 巧 ホ* で ホる。 ホ 田の 巧 おな 製作を 巧は 
何 夏 田へ がを 巧 つても い-> ことにを つて &る ホは. 巧 巧と も 巧は ね 巧を 由から 堇 巧に 可な 
りを 巧は 出て ゐ るの ガ わら， 化を もウて 化の 田が 巧 國に惡 を i 巧つ もの ザとは » 百 曲が 立い。 


二 I 

腾‘ 屋襄 、ぞ— 旨 WIi ミミ •それ g — 

ら巧 《ら る？》 とを 玄巧極 <最 象 あな ミろ S はみ 
i ろみ f i ど— 占， 含慶巧 I 寞 If f " 苗んで 至 

こ あ e にか 意を 持 S は •巧 たもつて そ 〇巧巧 とす まと 奇ム留 とを ろ それは 
爱 人で ま as I S を 暑し T 含 わ 4 みたと f れ る； •ヵノが’ 含 
ら せん とする itf る i モル ポご灣 異に おしてせ か 
がの S 雲 の巧に •爵に 軍資を 舅して くれたのは. 現 •若 

時 — f i 妻— • — i 在して そ i 慧 ^^ pt 
y ち 化 程 巧 pf ? 名— f つ 了 「 I ; ご & 5てムゐ巧 巧 巧 


英國 クゥと 米國 クゥの 巧 巧 

その後 日 巧 憂は 胃を < 格 了した が •巧 か 置を ざるい きさつが 巧と 日 ま § と 〇閒 《 
に ほき セら しく. 彼は 不期を 抱いて 日本を ま 0 たちを？ 同時に ま てられた やぅで S 。 巧 巧 
r 巧 お 0 唐人を 宣 Q 悲巧 ちみで をを 呆〇紀 巧に 择る こと、 きち 
そのを 蓄忆窜 は爱 として TK 卜系巧 夏を サ f し Ti を营逐 助が おり. 日本、 

の 巧 化 巧は が 巧され •巧 ホは をされ をく をつ を。 

なち 十 音 も埋 ダて. 巧堇 志？ もを <をり 巧 酉は S に累 されて なつた。 お 巧の いが 
み 合 ひも 君は r ホ 田 ss お審肚 が揀； 夏 K 化を 《か# て . S みを 巧つ て 塞を モ 、の 
•R サ 目的が 注 巧して けろ。 占した と 2 形を Q で* る。 かを そ Q おお 霎 達は 巧 太 人で ある 巧 
に 巧な はない タ ホが 彼 Q; ガン？ あるか 巧ぅ かは からを い。 を •とに 巧 ホ 巧が 受人〇 

まお 下 にある 革ボ けは 萬 さ ミ. 政 S 差畜堇 ま. 蓄 をで ホろ を 日 ミに あ 


るる 太 人 OR 力は •責 K 像大 & 〜〇 で& る。 

舊曲洲 SS を 巧 ミ 寞人基 民と 一 愛 •寞 S か》 KC や ミ &奚 をで’ ミ 新 

巧 ±に集 た# へたので ゎる。 凡てを て 自由 畜は •黃 を人晉 ホには >义 て手柔 いを f がる。 
巧 太 人 ホ 化が にす つかり 巧を 下して し io み。 そ t て •文 巧の 巧れ て ft る C 文化の ホダ 巧 4 をい 
ミ两 をないで 巧 度せ しむ 可〜 巧に 在裘 巧の 促 <て聲* のを 巧 化せし む 可 <’ 好 太 入を 
ではち 大度る をを 拾て、 ホ 巧】 巧の 苗が をを この 困に がかす 巧 < 日本のを 竹を 巧の 大を にも 巧は 
す 可き ホ K 中の ig 巧 トラスト 王べ ラスク 《養 モモ リス •ゲストと 巧ム a シア 巧 好义人 fc ま 巧と し 
て •をせ 巧 C 塞 術 家を 集めた。 

モスクヮ S 養 座’ 巧！ IQ サラべ ルナ— ル •蔓巧 C# 囊 •口く 巧 日く 巧と 云ん のを 

がミ蓄 K 曼て李 そ Q を 度と 塞」 ち 曰 ま 蒙〇蓋 は 助 f 襄受； をはせ 

る まを しを かつたら ぅと •をは 径を忙 あつて ゎる ホ 巧で ある。 巧 底 巧を に 合は ない せ# ー ホの* 
人ち モ いな 段で 鱼 K 出 巧た 《 は 化合は サ 在# であつ ち お 術の 化が 巧くて ホ 田 K なぶに— つ' こ 
ホり ではない。 巧 ホ も ホ »洲 を まぐ やぅに なつた。 


巧# ホ 面には お 巧 王 a ッ クフ 王 1 ヲ I と云ム 巧 太 人が •俩 人的が 巧を を 巧げ のした 0 だ 〇巧口 
英せ巧 ± の 巧 ホの 春を は •かりに サ 巧に 巧な で ホる。 ナチ スに迫 はれた アイン スタ イソ •ハ— バ 
••そ の 他の W 这 It をはを ホ 田に ち i つちを も 亦 近時は 世が をを ぐに ま 〇ち而 して 化 巧に そ 0 
巧 まを モル ボンは. 日本に おして. 昔の ありに みるが 巧を 示さん とする のでれ る 0 

これは】 巧に めて‘ なりに サ巧 的に をる が 田 Q n K チャイルド I おに おして. ホ 困の お 太 
系が 一 班の 撰 巧を なみる ものと なる 巧が 山 巧る。 巧 巧の ジゥと ホ 因の ジゥ とのを 巧 ともならん 
る。 更に 又。 シア ジゥ たる スター 9 ンと •巧 苗 ジゥと ホ 苗ジゥ QI 二す < みとを る 巧 も 机 ホる。 ジ 
ゥは 凡てに めて 阻な か 合する もの かと おつてね たら •何 干 年と いふ 庭い 閒即れ < になんで ねる 
巧に. 不 巧な にもな 十； 的を おを 毋 にして 互 忙 巧爭ム 現み を 持 0 ものら しい。 I 元 0 八 担がを 日 巧 
爭ム のと 同じ 巧を 0 ザら ぅ。 

さて •中 巧で 巧！： と ホ 田の 巧 太 入と が. 巧 ホん 相 巧 t 虽 して ホた まは 面白い 巧で わる。 而 して 
ホ WO ジゥは •ぶ 巧 的に あらしく. 人 巧め な 巧に な 0 てね て •案 ル 正を で fc る ことは 凡ての K で 
巧 巧 巧 ホる。 これに だしてち HC ジ 々はを ♦で 横 巧で a * し <ち» を 巧は 天下に を < なれ 巧つて 


& る。 ー ホ 巧 肖で W ® 的で を 9 ー ホは g 巧 < であ 史で& る • 

今日 C 化 巧 Q 達た 帕げ つ、 ホる も Q は.， 蓄ミ Q ぎと をへ ろ 巧ち 言 0 持 ミ 巧 管 
ち .3 せ ホ S 想を 巧」 つ、 ホ a 所 S 奎蠢ち 更ま巧 §義. slEf S みは 

蓄ジ 々亿 巧つ てが をて むる 奠 的を 累 で—。 ホ タシ ゥ ポせ界 入道 塞 ミら これと おは 
ん 李る さ 面皮 羊巧窒 へや 5。 寡 的 広 養 If 化て、 S 巧が 生れて 人 巧が 愛て 幸 W 

忙乂 ると をと ii •己 e 巧 巧に； か t る も Q とい ムま窠 モミ eo を 巧で C れ からな 後の お 
者の ホ ひを •十分 舆巧 ホる 目を なクて 民め てな たと あム。 

• k\ 

米の 舆 謀を 動か 寸英菌 クゥ 

\ •目 本に 阁る 星た 示して & た 米 巧 巧に ホ 巧ち ル— ズ ベルト 巧 も 度 巧では 香 旨 まさ ミ 
巧に 巧して 巧 雖〇 寞 たを 《たやぅ を 昔 かを 季る やぅ ミつ ちボそ g 理由は 受 でみ ろら 
B 巧は 《み ミた 畜 Qg 巧 や ホ 蹇〇お ミミ S 塞す る Q ちそ e 舆 《はが まら 生れる 


わ？ それは お 面から まれる" 巧 面は おが ホる か？ 巧 本 おがを fc 出して •お M 记 をが 香 < のガ 
そ 0 ま 本 おに 巧扣 なぎに •ぶみ 力が 及んで わたら 巧う をる か？ 巧う にもを ら&い 。助ち 巧を は 
お M 巧で 睽モ にかり 出される 巧に をる の ダ。 大 がが もちれ にはを 巧は はない S だ。 輿論に 巧つて 
大巧 巧 0 地 化を 巧つて ねる 情 巧で あるから， 巧を に 從ムょ 〇 ル はを いの ザ。 これは •日本では g 
おに 見られない 奇なる 現み である。 百 本は 巧阳 をな 持る 巧は おつて & るが、 巧 曲た 待 0 て 巧を fc 
作らう とも、 又 助か さう ともち へる ものが をい。 今迄は 大也 その 必巧も おかつ たが. 今度と いム 
4-^ は そのを 巧を しみ t おへて ホを やうで & る" それは まてを を. ホ 固の 典を のがには •大巧 
巧 も 頭が# がらを いとを ふ 巧に •ホ 因 お 两巧〇 强ホポ ホる。 その ホ H 巧 聞が ホを 巧へ て 日本に 巧 
巧つて 巧た。 これは 何う しセ譯 か？ 

ホ 困 0 十 巧な 上のを な 市には をず 巧 田が 巧を する" み 巧に 巧を なるおを 連は， か ル お 二 あ.* 
4 ホ < てす 五十を のぞは‘ 夕田 人で あつて •かして ホ 田 人では をい ので わる。 ポ から 巧 用と して 
巧う しても ホ 田を のかす をを 0 ホるな 合には •化 巧 在 ホち H 人の B 巧に 巧々 を运 すると •な 巧は 
をち にを WQ 巧を C & る やう & 輿を た 作 e 巧す 0 で. «ott 巧 大巧 K 米 画た 引ずり こん ザ C も C 


Q 巧 巧に 巧つ て* る" 日 ま暨 K ミミ.- 巧 さ 巧 ミ居裹 してむ ちま 巧と Q 巧みが w 

つても 日本との 巧 引 さへ ホれ に :クて なれば ごし. 义 ま* 化 巧を 日本の# さを たを ちそ 
れ 力ら B ま沒解 Q 卡 K 養へ ホ！ pig を 入れ ホ H'Q 巧 資を转 みや いふ 《で &。 た。 W が. 巧 巧 
呈に おして 段 f 季 5 つち S 典を 巧いた やぅに •日 塞 Q 巧 助 蓋# し 始め ミこれ 
ち 困から e 指令 案ん ダ -e で t。 更 K? く 見る S ば-護 泛 安本 8 忆 於て’ 養 巧な 
太 人が 夕< は そ Q ま奎 でもを る Q ザ。 巧で •ホ 田 巧 Q あ 太け 脚は、 蓄 巧の ホとは 巧つ わ ミホ 

で 萬を 两 著へ ミミ》 が •そ」 ss 動 交と 蓄柔太 人と SS 思蠢 巧で 擧 

ム 巧の わがみる の 巧 力 巧に ま 巧に めける 巧駐 にがては‘ 巧 冒して わるの》 ちそれ ザ 巧 H 

倚の？ 示した 0 は’ ミな 方が 巧该 をつ け セ か賽が ぁつた 0 か. こ 0 曲のを 昆 はなる ホ 巧で 
ぁる 0 ' 

元巧蓄 Q お 太 乂主蓄 Q 済 太乂 とは、 そ Q 巧き t 乂に みに して ゐろホ 田 Q 巧 んは •ち— 
を？ て 巧た をに しで も. 思 舅に 巧と みを 待 ミた る。 文化的な ちへ を巧つ てみ る。 巧を 
を化畫 をからっ》’？ を 塞？ 文集 ホ §s? で？ 金を 浮？。 化の 口 


ブ クフ ユ I ラ It をる が 可い。 か 何に ながせ# の 文化に 偉大 & る— 献 たました かを R ホの 夕 <0 
巧 脚 担を や 興 巧は 猫 太 人 C 手に ホる とま ムタホ ■の ぺミ 3 父子は •どれ ガけ 香に 爱お素 

S をを をを 5。 攀 S 愛？ I ホ 3; 望を ♦げ a 案 美」 • Bf 巧して^ 

るが •それと 巧 時に ま 巧に めける tt 々巧 まも 可を 〇 大きな ものが & る。 これに 反して 巧 田の 巧ぶ 
の 人は 只 お 利を を# げる ことに 巧を して わる。 お 手 t どんを に ザげ て も •自分の 巧ぶ を ♦げ さへ 
すれば 可い と 云 ふを も邮己 的な， を〜 巧 太 人的を やりち をす る。 ま 巧 人に 肉片を 度は して， まが 
人を t ぽ して 自己の 巧を を 占め 巧と したのは 巧 田 系の 巧 太 人で るる。 そしてる 巧を ホり その 化を 
宙 のが 巧を 巧め てむ る S はな 非 人道的な 巧 美つ て 巧た も 0 でを ろ そ 〇害ボ 夏の 巧 巧 巧が 
ホ魄闻 はを 供つ ける 一 占々 等とは おへた を 巧の おでは ない ので ある。 日本は お々 を々 とを 巧の 軍事 
巧設のみを巧巧することを巧示するために》 ■^を危お宙おを拼つて* ヌ時巧たホましてを白* 
を* おと 目的 わに 技巧 t して わる。 た r この 明白な 海® を お 巧す る ま 田は 己等ポ を 阿片® ホ fc し 
た 時の わがを 目 本に 巧い やぅと する S わさを 示す 4 ので t る 0 

-九 
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巧团〇 巧乂人 共は、 せ ホ 0 巧 « 巧手に & りと. 巧 化 C 夕た むさ 任つて むる ra に， 小が 巧 ひに し 
てゐセ 日本は •ホ 巧に 自力を 董 つて 英 田の 商權と « を 巧 力と を » ♦しで ホた 〇 日本の 巧な はまく 
てを 巧で ある。 サ みの ホ 巧は み 巧に 日本の キに B して ホた。 ホ 田 もこれ には 巧いた が •がし 度な 
品は日本乂に巧サ. 1©8なを巧る鲁をも0て自困0化巧を巧つた。 巧！1は早<からま巧を±は自 
田の « 巧と 思 ひ 込んで わたの が、 巧 M « c 巧 立に がて » い てこれ t 巧を しやぅ とした 》 ブト yg 
のな 吿 をな 來 であつ ホ。 おを &田 § 巧を 日本が 悅坦 した 0 でち W は 日本を « み 巧した。 と 同時 
に 中 ま 巧 まに がける 自 因の#! カポ けは 巧 巧を もな はせんと した。 其が に 巧 さの 本 なかぅ とし 
わ。 それには 日本 0 手が 出 甘ぬ 巧エま fc ま 巧に 巧す ことで あつた。 巧ち ミ <ci であつ た。 巧 
し •それは ま 巧を 阴 巧し •ま 巧 人に 巧 巧を 巧へ る 島で も 何でもない。 只 自己の 巧を E す 0 が 目的 
である。 だから* がゥした<^^4に巧ずる報規は巧大4ものでわる。 それはホ巧»を巧つてま巧は 


れ ちか 日を なは 巧囚の 巧は 英 田に 轄ち « ら れちリ >K • a ス がま 巧に 来 て •株* 0 
エ巧 fc し セ 0 は その 岛で をる。 ま 巧 0 巧 助を 改めさせ たの も 化で ホる。 をの 本 度 fc 上 あにわいて 
ホに 巧々 し < 化 がな 年閒 t 巧 a した。 

邸ち 上 巧に めける ±巧 違わの 巧 巧を 持ち* 瓦 巧‘ 巧 ほ •水道 •なぷ の 公共 さ 菜は •巧が 巧ち 巧 
巧 巧 太 人の 手に 收 めら れてゐ ろ 0 で' そして 組 ホの 大工 巧を はじ 》 •す お 巧を 巧两巧 おお 人 
イ 施設に をる もので & る。 巧 巧を 澤 山に ま 巧 巧 巧に 買は しめる 貧には 巧爭 をし なければ なら A し 
又巧爭 がを にで もを るかの 巧き 宜» もしを けれ ぱを らん。 其が で 例に 巧 0 す 論み rat 其 手に W し、 
てし まつた。 拱' 口の 巧 巧を 巧る 巧は お 手の 拘 とたつ た 巧で ある。 そして 巧 K からは リ—ス •ロス 
C 化に. ァー ノル K •エブ ラ， サブ ッン 巧の 一巧の ち やを-' --の 巧 太 人が 荣这ん で 巧て 巧 班を お 
ク セので わる。 そして •おが 0 巧 一と 巧に 巧 巧® a け灌を もが 等の 手に 巧つた。 巧 巧の 風 抑し でな 
をの まを を 巧た 巧は を おで ある。 而 して •括受 本家 的な 巧 t 作る S に B シャ から 苗 下し 巧る 所の 
共を ままを 巧 か 石を して 極力 巧 巧せ しめた。 巧 かおは 巧ぅ しわ 巧 巧 系 巧 太 人〇ぞ 巧に 化つ て お 巧 
をな 巧し がる 巧を で わたの だが， なの 巧 畢巧忙 人 « にされ てから •なは をの 巧な もして 共 巧 主が 


を馨 ホざる t 得を 4 つちが それと 同時に 《ベィン 留ごシ ャと芙 ■とは 乎を ちつた ので 
まがに がて & 香を 養 《は 李を をて •ま 愛 巧 gas を g で ホる 3 
.口 本を ましめ る 巧は. 日本を ならす き t かち H ホ窒は 十々 に 塞を してね た〇ガ もら' 
上 癸-面 S 巧 偏は 宙広 到れ i や。 S で* る。 ゼ .なし •日本 e 霍 おな Q 巧 合 S 度し て- 
を 太 人を はまが 结 C 大度# 巧錶 迸を か畫 した。 ♦ま 《が これで & る。 こ〇盞 は’ ま 巧 お》 に. 

封 f れ W * 棄ビ； 又 a 印霎 班を 塞を 蔓 J 軍央却 y 交れ ミ S 來 るが 迸で 

わる。 巧 一 おは 上 あたを K としてな 州. 奚 .ち 巧壽’ 含 巧を巧て ミ マの 八莫に まる も 
の， 華疫遠 夏 霞から 巧 州を？ 巧 巧 ま ミ 養 曲に 至る も 0 で わる。》 を そ 0 巧な S 
度なる ま 愛 • お乂 人 S ろ にんる し •蹇 ホ設サ は’ ま 愛 麻が 巧 巧に 互つ てま 巧ム もので ホ 
ろ このま 巧の む？ 寒 美 塞と もな なす 可を ま 没ち わが 巧 巧 な がな 日 破 章れば 害が 
ゼ 毎日 己れ を S 」 て 面 貝？* ミこ Q 塞を を <是 てし* 舍 •ま 巧は 

紫 止つ て. ち 含§ ミ畫 へょ ぇ畜 S 案と 一》 ム度 》 R 叟 £<ま巧に ♦ひ 

入つ て •支 巧を & ひす： tc を ホ お <事 ち « に 支 巧を けさで わり •度洋 .まの やが 


た 巧 < もので わる 巧 t •吾人は 十み K かつてを < を！* がみる 0 である。 

日本は 何故 商 賣にホ 敗ず るか 

を 京 叛座〇 •華* しく 面* t して 公る みせが •大但 皆 借を でを が H ら & いと 历い セら ♦巧 なく 
にを ひを い。 更に H 本 中のを を 大半 担つて わる 大 反目 巧を のをり む 巧 巧が Qa りは •铁お 程 
ダでは をい‘ を てんとう 巧が 上る と ホう 人が-がで 巧 直ぐに ホ < 事は 出が 無い 捏に 人で】 げゼが 
さて’ この® りを そんを にぞ ろ-'-^ ホいて わる 人 まは 巧には 巧 ど# の 人つ た Qfc 見た 事は ない。 
これは 宵不思 巧に 思つて わるが， がしむ 巧 巧 通りの 巧は •'凡てを 化に 乂を度 « ホを やつて わる < 
か •巧 巧に をが うを つて わる 人* が •道洁 に， 又はな* の § に •損得 fcg へずに 只 やつて わる 0 
ザから’ これは 巧から を < てもモ ちな の だが. 巧 京な 巧の 店に & ると •これは 借を がか さむと 巧 
を K らを ければ をらん の ザから お任ガ 。巧を で 完全に 巧 かつてね る おは •兰 四ち とちん のがが 巧 
で 化は 借を してや 0 て a ると をて 巧逮 ひは & いの だ。 


ろ ミを •遜を ia 

な 下 sf i ち 養」 i い® ザ。？」 i — 、 

で ゆけ をい ミ。 巧 常 2 ネ 日5窒 やつ 
これが は f f ミ 5 はみ しを わが •今日ょりも 最^ と 

こ 島 — f S — 葵 ミで？ それ K 上;^^®;^^ •今日では 

ま r 童 量 巧 臺ハ壬 言 一二 十八 戶 美べ b を y 

なをは？ 勿れ. 害學六 十 昼 星 冥 十八 f つ c ミ。 を ミる 
この 借を は • S モ累 • I 巧で 借り ミる 0 》。 I 

喜 =至宰| i 養— i ミ „ ~ 了 去 も 寧 
P もれれ るげ: を r 5 l で f •—臺 fdg ;:， かム P け 
巧は 一々:; て!!::: cr はやれ if る。 蹇ま す 1、 ま ま巧 
巧ら ぱ‘巧 f — If 」 Ai ミミ 41 廷 if わら 


で わる。 巧 故’ たが々 < を るかと まムと •化 等せ 小 資〇巧 ど s ム のが •おが 小 巧の 宙本 をで やれ 
るれ ら •巧 もとこ 0 巧資に 入り a む 巧 あで ホる。 小 巧 本で やれる と云ム の は‘ これは* 業 
をが をい からで ぁる。 なわの あ «モ を •時 金 •又は 巧抽 fc 資 つた 巧 Itjaf た 持つ て、 I 寸 ちる と •« 
かりさぅ にを える こ 0 巧資に 入る 人が 多い わらで わる 0 

巧に义化夕の巧は大餐本のデパ《卜に巧されてををを巧られるから巧を卞る0でをる。 これは 
日本 だけの 朽 色では なく • g に 世 巧を 通じて の乂 巧 酉で •この デ パ ー ト K 巧* して 大巧け わする 
のは •例の 巧 太 人に を まつて わるので & る。 だから-巧 をでは. ヒット ラ ー が 巧 太 人 fc な 巧し ま 
は 田 ホに 放逐して •デ パ ー トた 巧が る 巧に したので みる。 百 本 も！： 38, デ パ 1 卜 はお 太 人が ち* 
して わるので はないけれ ども. 拥太 人と 同じ やろ ななけ 方た する れら ，を 巧 お 巧 巧り をもぅ 
けて •一枝 小 巧な 人 t かける 巧に した。 東な 巿巧 巧と 巿ち とでは •を 巧 KMfc 據 曲して •この ル 
巧 人のを 巧に をる 巧に なつた おな 〇で& るり 

まを ホ 巧 ザけ にも デ パー ト は-! 二十 五軒で たつて •その 資 上を 巧は ーヶ ザに セ 千 萬 田 巧くな つ 
てむ るボ •それに おして. 小資 業を の ホは， 十 巧 萬が が奋 つてた かつて •巧 かに 巧卞 一一 一巧 萬と S 


y し pr こ •ミを iif で t ミ黃 けが 

パ ri 巧 f I— 

ヶ年 ミ十畐 にし かなら ミ。 る 一' ケム 年^^:^^ ザ f 九 富 おで •ミが をは 一 

一^け if f ミ‘？ を ミミ‘ 巧 <f 11 

霎 i 人 各」 ミ— 巧が 霞」 辜 を左 f ’ 奪 

でを て f て— ミ。 が f if た ホ 巧ちぁ ^ 

一 §f f い。 票—— 差 f g •萬 f しで 
も 萬 漫を f ぎ S を 将&< を ミで ホる。 

巧で’ 己 ‘ c 巧 碧と 巧ム をは •窒ボ 巧に 塞を かりで な <. B 本 中に も 世界中 C 
でを 猛つて ミ 荣が累 し S ミ？ 5 ミ叟 

P 巧し せせ P 着，: 0 Aiilffp 

ブ巧 この 不— S か 多 < 含を &い# をが— かちが モト 离 くして 


も 0 巧め 合は せを する。 尙 そのな 之では 不入情 ホ 人な 的で & けれ ぱ 不可 忠 い。 其 がで 特別を 神ち 
み 巧の 持畫 ない と 葵ない。 巧 太 人には をれ が やちで 裝 る' ので’ 世界め の 巧 巧 巧は 巧 太 人と 
巧 場が きまつて 扛る〇 目 本で も 巧 利 巧 t やる 人は 资太 人と 共通を 拓 巧せ 格の 待 主で ある。 

巧ち このを 太 人的 人間 C 巧 利 巧が 日本中で 巧 まに ~ まを 蜜を ので •を も おみ < 入这ん でた る 
が 《 ホづ 卞五亩 人と なられて a る。 これは •正 まに をが されて ゐる もので •己© はかに おおに* 
る。 尙こ Q お ま Q ホは •を 養には お 巧 人 居る 主 云ム計 其に なつて 《ろを 〔巧が. 日本 芝 
商エ菜荐の者柔を巧け では‘ 化のな巧乂の$ 
巧 巧が ど SQ をを 巧 山して わるを S ち I 人 平ち lie 笠 富と 2 雲に なつで わる。 

あち 人のを 巧 巧が 五 巧の な 巧 巧して ねる と •合計 二十 笠 巧 巧 巧で. そ 0 巧 子を 挂く 安く 巧 五 か 
とを 沒 つても.】 ヶ月に 二 卞五巧 萬 曲， I ヶ 年に 十五 货 W 旧と 云 ふ 巧に 上る ので わる 0 この 利息 

を 一 冗を 接 ゥ憂 で 行 <ち ミ寞畜 を， 0。 雲， 日を Q を 望宰二 夏畜で ホる 

から •なが 巧に 排ム巧 おを で， このを がを がみ 後 八十 ヶ 年で をな 利かの なろ に 巧ら れ るが •巧を 
迄 もを かられる ろしたら. そのを くを る© は 巧に 一斤 早 わらぅ 〇で •かちぐ をれ t 度は り 占して 


• c ミ 

A 日本 ssa . s ミ 皆 s ミ替を ミ 白 ミ皇 & け sf ミ。 只 おを る 

を :.; ur;rif f pif f を 日 : 

つ r^f I おム if をに々 i とお If しい^ 

夕<な§のお| つミるのでぁる。 * 

f 羹廷 i — で. どれ 容 XI 了 t か f & い y て 

^^^;ると If る。 蒙 • si — が ’— f f • はお 的 f 
ら^ど i ろと f をれ f お—。 ミが f f い窒 、わが 

k!:u 了 0 U ち iif ミ 巧 f fli が」 て—, 


•事變 の ドサ クサに 英國の ポロ 儲け 

アィ 9 々もい ム 因は、 往年の RW 大 思を 冉拽 としで ポラッ と た H ガ 、そ 〇代ま 的を 現 はれ 
は、 大巧 おは 化 巧 巧 1 0 借を 困で わつ をが、 塞 巧坤 IW してせ ホな】 0 巧を 國 になつ ち ao 
ょぅ ザが はんと ガ〇 

われから わ 二十 年 I 巧 巧のを が ホく 則を つけられて •今 化 ホ や 0 を 0 八 肉は アメ — 々にわる 0 
そして それまでは 世み 0 をな 中む 市 巧は，！ ン ドンで & つたの がュ A —9— ク になつ わ。 人 旧〇最 
も 次し がるを が 巧を のために 不ぶ巧 な 力で- ヶ 巧に 巧 まる。 

巧をも只？《-と言れ了？ま寫巧 そをなら§は&5、 夏とを寶柔 の度ホ 

に、 ー ホ 早 < そこへ 目を つけたの はかれ 巧 田で* る。 

化 ま 0 - tt 记 、血 おさい 巧 まを 見 わがれ アン グ〇 サク ッン は、 今ゼ マィ ダスの 巧* t タミて、 

iWS サキに を ま 巧へ 《り； S しを 胃る Q はかち B ま おを ずる 「香 Q 大巧き & ん を* 


さする 技は & い。 s アタ ，力 C 薑 にさ、 夏 of こ Q 一 rk 集め ミち われ {日 

本人 K 巧 像 すれば . _,乂# 巧」 の も 巧 t 化 K におせ した， をして g 巧した、 ち 田 IT レダ。 サ 
こン —— 爱人 •こ？ 合の ま娶 巧の 巧に 巧 ■する ほけ 巧り は、 むしろ 柔$ びて をろ 
巧て るち 巧ち 天な 資愛ゥ 至たり お f 《を か 巧な 上に 持つ てゐる 田の け まさは 巧 >-をク 
てもち 國で わろ 盡 G か* はを ホみ Q 巧 芝 二分 G ; 巧して なる が、 I やモ 巧に たつ ご 人 
も 云ん 巧 巧を 人口を 持つ 巧 巧 すら わる. かで わろ で， アィ， 力 大巧 巧の 租 g るた 《ミ t よ t‘ 
巧る T おる みを 待つ 困は、 日 •巧 •かの やゥ寞 がを 抵に蔓 をいで、 あ も 入口の まする g 
* にぶして、 な々 Q みを々 ち 巧へ る Q が 巧な ガと 叫ん； 11^ それな ち蓄 Q 巧 養. 治 架た はこむ 

賽に巧 ミ、 蓄 Kss」w 分季 可を 事を 胚を 費て &ろ 日ま找 ミつ 了 巧 K やを しく 

この 巧 酉を 稱へ 化した- 
ち 田 0 巧 ホに も 己のを 巧に# 同ずる をが ホつて、 夕國 めな 含で 度 ミの 巧® して 史 9 

富は、々 巧の ホ あを 中を 中蓋賴 たこて ゐろ これに 巧して ィ— デぶ 巧は、 ち 固は お 
にがては 巧る 巧を のモ 巧みい 巧を 明 巧に 斯 すして ゐ る。 がモ •ち W は 巧り をる 上に 巧に か 田から 


s* の 利を をが げやう とちへ て ゐる〇 だ〇邱 ち、 世間が 何とち は. うが、 どんなにを しむ H がわつ 
て も， か* はず 巧を を 4 巧 ホを 巧つ て 巧 わう とずる のゼ 。舆 へる 巧 か あらう とする のポ 。を 0 ホ 
るを 程む が 巧 < を ると 玄 はれ 5巧0、 夕固 はを* 化 深 < をりク 、ホる。 

そのを を 巧 巧は、 スペインの 巧 » に 巧し、 又 まがに なして そ 0 を、 むを 巧々 滿 おさせて ゐる 巧で 
A る。 スペイン 政な おに 對し てま おの 化を t ちみに 巧 ふと 同時に、 スペイン 田 巧に がけ 《 利 谢た 
充分に 巧 巧し やうと してね るが、 ま那に 巧しても 同な の 巧 t して ゐ る。 巧ち， 兵器 W 巧 共 化 まが 
のを 巧と する 巧を、 自田 おで どし v ..,- がを して わるが、 そ© 巧が としては、 現を でを くな 道ホ設 
權 ，エ蝴 設立 巧、 巧 山 採巧權 ずで をる。 巧 ま 巧 fc けし かけて 日本と 巧は したと 云ム巧 もを へる© 
である。 

もに 巧、 老巧に して* 面 エホと か 巧 巧 巧の 巧みを# aR< ホり で、 自己が 巧を を 巧ん とする 巧 
をには、 必ず 他 固を 利用して、 自 みは おモ面 をし、 世 巧 巧© 巧が をして， そして、 利益を を さら 
つて 巧 < のがみ をのが 巧で あつた 〇义ホ 巧 K 巧を 巧た 在は， 巧 ホ 巧 一で ホる。 斯 して、 かして 自 
々は 矢面に 化つて 資 化の 地は K はなら 公ので をる 0 C のを 巧を りには、 巧 田 共 わきれ S つて a る 


ちな し 巧と 5 て甚ホ ー c 强田ガ かち ど s もな そ ミと てた る Q で t 。 SQ か* 
は、 をく 霎 巧に 巧つ てゐ ると、 ちつても い V 化、 こ Q 巧 Q 云ム巧 S す® を ミ' 巧 ミを つて わ 
たのが かを の8 で 至ち le して、 巧 田 Q 巧 f 去 巧では、 がう する 巧が— とむ# 
る ホり か， ち 再に 巧 a する 事 すら 日本 因 巧と しては^ gjgQW とお クてゐ る や ゥ巧〇 

な 巧 田夕昌 Q {案と 利益 Q ホ 大を企 s する 結ち せ 巧 含を 送に みつて そ 0 浸た を 巧 

ホし わん 主」 て わる お# が& る。？ 彼 富 か Q 持つ て t か ミ 広 巧へ て、 人 《不 fit 
ると 及 妾を しを いでち せ 巧の み 两辜夕 0 力に して、 互に S の 巧き ないやう に 妾へ て 
&る やうで ぁる， 巧ち 窺 巧 SK が蕃に § なおた 示しち それを 巧へ る 島に、 舊 waQ 
巧を 持つ ち お 热两巧 雪 助けて’ を Q 《カ ミ かに 巧 回せし めた。 と 同時ち 伊太 巧を 功け て 
^ れを舅 友ら . J 《て、 送に まら とを したが、 をは 巧が 巧 S ダて、 王 ナオ ピアた あつ 
ミミを そして 巧这と担モし^:しミち ，ーナオビア巧巧には巧カミミがすミとを 
はれた が， を 巧ち 巧！ t ササで、 巧に 巨々 のな ろポ 巧む のでない から， 自由に* チ オビアを 



巧し、 巧 田は、 何う して 4 巧 太 巧を か だする お史が ある 〇巧 をは そ 0 味 ホと 度り、 巧國は その 
力が 魚い とおを ので、 巧は 巧 巧で シアを 巧を. つけた。，, シアは 巧 方に M うして 4 す 巧 巧を か® る 
する の だ。 まがに それ tie めで も 日本が 巧 巧つて わるから、 ホ 早大 法を な 具す* は 化 ホ &い〇 ベ 

ルシア 畜 かを 蒙で &る。 ごシ ss? ホ t れて a 夏 墓 t&a かちち 田は 净 

いで 寶 おに そ S 口を 見出して やつた G ち 香 a シアは をび で、 思な わら 地中 おへと おた 
渔 ほさせた。 而 して、 それは 巧 お 巧 巧と 伊太利と に 巧 がする 事になる。 巧忙巧 中が は 巧 かと あつ 
てゐ るか 太 巧を ならせる 事は-通り でな < 、巧 巧な M 巧 水 g のがれ 留る〇 もが うした 巧 因からで 
わる 巧を 巧々 ちへ にんれ るが 巧が ホる。 

スペィン 两巧 あび 地中 巧を 中 おとして* か 巧 巧が 互に 爭田 りおして ゐ るのは、 巧 巧 田の 壁 

をと 君 ふ ミが 闲葦 。 § 措異 8 募れ 占 SS’ 蓄富 ミ」、 S でも わる 

G である。 たて、 巧洋 におして は 巧う かを 云 ふちを 香 本と 云ム蓄 t 巧へ つける 窒に 
をら れてゐ ろ晏が 冤を 巧 力 巧 巧に 入れて ま 巧を 度沮 してた る 事は、 夕 田に をて ホ 常 & ま 
巧で あり 寞広 衣る Q であろ 切ろ、 ま 巧は 塞に とつて 寞 のた 望 巧で & る。 それ ポ 日本が 


互 n 

《さばる と、 その 巧 あ 則は IB 巧 罢に巧 苗され を现 たま 巧 R み、 裹 w るは •美 法し で 
*々 g ネ〇 みに なりつ 1& つた- 

美田 Q な 毎 上 巧 うしても 吴をま S まから る ひ？ てな i そのせ をる ま 巧に かけ々 
惡を畜 を# ねばを らんと S をした C で to f おる を B 本へ 奚 する 巧を 《ます 

る 白 本を* つ垂 ぉミ 參 •ミ 2 ろ霉畜 富ま a 量ん 姜ミ迄 も ミ 巧 止 

ホん として ゐ るので るる 0 * 

巧 ゥレ セ時忙 H ま « 巧は 巧 まし々 ので* る。 日本が が 》 なんで ま 巧に 兵を 巧した 0 で* い » は 
巧 巧で わろ 己む 把 や* れ sgQ 巧を 出した 事は 巧 巧で ホろ 而 して、 拉ホ 差は 巧 中す ま 
巧 厄に ぶつた 〇 それを 日本©* 巧で わると して、 ホ 巧 虹ん になつて g つてね た 0 
巧に 養は 地中 愛を ると 同 f 、 巧 wa かア 美* つけで’ 呈に f ホやゥ として ミ， 
ま 巧を 巧が はな 助して、 田 お 合 ホ A . をはし、 軍事* 巧を 巧ち して 狂ん に 巧 巧を « おしで 居る。 印 
ちま 巧 G か Rfc 巧 巧に 化つ て# 回し やゥ とた < らんで 》 る とを てょ からう。 と 日本と た 巧は 
せて、 その 曲に ま 巧に がて A る Q 巧た サ しめんと 考 へで &る のが 巧 さ。 义事 巧を 巧が うとして 


わる"* に 油断 も 巧* わつた 4 のでない 〇 化の シャム 田は 持ん どを を K 巧 田の# 力 巧 田広乂 つて 
わを のでを るが、 まがと 兵を 巧へ て わる 巧"、 ■昔の 巧 力を 巧 回した やうで わる。 日本は この ■で 
巧る おおを をけ W したや うでわる 〇 がは C の ホ 巧で、 をの 巧 ザ fc 巧甘记 示し 闲し セ。 

元 ホ、 巧が C 共產 をを とち ホ 困 ま 巧、 資本 主 巧とは 乂巧相 をれ をい わで、 今日を は « 力# 
巧ち 巧 おし， そ Q を展 を 化 止 ホ，^ として ゐた 。日本が 巧を と拍 巧した の も、 夕 B が玲忆 巧に 巧 巧 
をし わと ち はれる のは、 がが 巧# をが 迫す るが 巧 上から を 化の 事と 云へ やうと あ ふ。 が おを に 忌 
み 巧つ て ゐた货 巧と 4-^ は 申の 虽を をず やう 広 手を 巧り をつ て、 をして、 日本 ホん 占して 
ねる' 化は が 法の 前には ま おも 主 巧 も 巧 もない ので、 をく 性 棋の冉 つを ホが わ守錢 化め 巧 的で & 
る) 而 して’ 巧# がを* 公 巧との さぱ 9 出したら， それ t か伤 K 料理し ♦ゥ とする わ？ 巧这 t 
ホ < わ 、日本を けし わける か© 巧れ わで わるで わらう。 

巧う して 見る と、 美田に 巧ら れ て® 争 を したり、 化 口と ホ 0 たりず る ホが、 一 見る g 
でぁる。 スペィン やま 巧が 0 ではない， 何 まの 頭〜 ょ 考直卞 る 必史ボ ♦る。 殊に 多 
巧して たる やう* 人 岡の ♦<» る 巧 田では、 材に 注意 t する か* ポ ♦る 〇か g どんな 己 とで 


WBK 巧 A ひ 巧 ザを g はされ、 巧 巧され る わ みらない 0 で ♦る。 巧 もたは IH やぅ &# 度 fc 示し 
て V はかして eK«o 出 ホ 占 かなに S われて A る Q ガ かち 度を をれ るめ 史は 6 おにおいので 
6 る〇化 に 巧して は、 みし も达 なする が & 〜當 ホの ま 巧 fc 巧 度を も 巧し 宙 して 彼た へこ 4 ず 事 
t ちへ を < ではたら ない。 をる 可 <ぞ< に 巧む 巧* ははれ 巧 苗で ある 0 

更にち 田 C 巧 巧に おする 旗 度 方 かさ t 、 化 C 巧で々 に抢れ する お 巧が わる。 と 云ム〇 は、 み 事 
g お 这はホ 巧の 巧 度は， な 前の 友を 的な 巧 わらを 忙 ホち 巧 的と なり、 E に して 巧 ft 的な 度 た 
巧す に 至つ わが、 ホを にがては、 巧に 巧# にな 巧に 日本の 氏な を ホ*、 曰 本に 巧 R 的な 度を とる 
拓 至つた 辜で わる。 これた »« にかいて 君 ふを らば、 巧 變巧这 面 も & い セ 月 十二 H に* ン ドンに 
がて ィ— デン 外相は、 ま 旧は 英 大巧た 防づれ て、 « 件の 不接大 を 巧ました。 E に そ 0 十五 日忙は 
註まヒ d I ゲヴ *ン 大巧は 巧ボ日 « ホ 事を に« して 同 巧の ホ 望 fc なべた。 

こ 0 時を め 巧 田 Q 巧に « す る屉 度は、 別に 巧 K たを しては ゐ をい。 » 爭 のす «大 を 虫 ホす るは 
自己の 巧を K 巧け ない 4 あ ふ， むと、 平 かを* する 意 ■からと せられる からでを る。 巧が そ 〇翌セ 
巧十ス H に 至る と、 役な 巧 田の お 巧は g つて ホた。 巧ち か卜田 巧ね 調 巧 苗を 巧に >香 た 巧せ しで 


日本 忙 巧す る 共同 干 ホの 巧ぶ に a 拓 と* り はしみ u そして、 セ 巧 二十 セ 日の ち函な 食に 於て、 ィ 
! デン か 巧は、 失み » を屏 つて、 日本に 卞ホ卞 る 巧を’ 巧な しを。 八月 十四日 out 食には， まが* 
» の 里 巧 性を 巧いて、 お 日 ホ かに 巧いて、 ホ 保み 巧と な** した 昏 の 巧 ホを 貧し、 この 巧から ホ 巧 
に、 B 本た 抑壓し 巧した 0 

巧で、 巧 田は まが t 枉力按 切して ねた 〇ガ ちを お 巧が ホ 巧に 日本 巧に がられて、 ち 田の 巧 梓 
は ホ 巧に 塞 切られて 巧つ わ。 この 敗 巧は ほる 化ち 闻を いらだ i せた. と 巧た て、 それに 巧つて、 日 
本に がする 化 Q 族 巧は 巧* » がに 巧 忆當り 出した" 八 巧 二十ち 日に がける 巧な 軍の 巧を お 货忙巧 
しては， これを 不法 &り として 日本に 巧 話を 唯は ホた が、 この 円进お < も ヒユ） ゲ ツ七ン 大巧は 
南京から 上な にか ホな i る 巧 巧 巧 巧を 企て、 巧に 巧 巧が からの お 巧に をん や、 をち に その 巧 巧 巧 
は 日本 巧の みで わると して、 は 日 P ィツ 巧理 大巧を して お 巧な まる 通な t 巧せ しめて 巧た® 

又 更に ヒユ ー ゲブ 七ン巧 代理と して ま 邢に采 这んで ホた ハゥ 巧 巧 大巧は、 九 巧十兰 日に 上 巧に 
巧 ホす ると 巧 時に、 及な 巧 巧 にないては 日本に を ホの かおは を 巧 おい。 百 本が その 巧 t かるが 巧 
がわる 在ら 巧 曲 Q 巧 息た をれば々 る吿ガ とす 巧 極* るす t なべて •そして、 巧な 入りす るが 忙、 
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»«历 巧に と 巧 かけた 0 】 ホ シンポぶ！ ルには 軍！！ を jfiar し、 香 巧 忙もお —fc 待 巧 せしめて 店 レ 
&#** 巧 t 巧め わ。 巧 H が 多年 巧ち 巧 力して 巧 g 上 ザた 巧 « を！！* する 事 fc をて わ 事は 巧 巧で 
ホろ 巧を 1'1 十五 年 K 日丰 とを 巧 的に 同 田を おん》 な 意は、 み伯處 にを 6. やと 君 ひた <& ろ》 
が、 巧 ホ こ© 日 巧 巧 巧なる わ も、 巧を 巧つて 巧れ げ ■巧 H は自 々のがを の 巧 》 にお おん ダ C でを 
ク た。 

切る 買 管ね 《一* まに 署 する ♦く sf 《巧す る f ， 巧 下し ホ ホ ま S 力 t 日本 

になつて 巧審 せんと 考 へたので ゎつた。 ガ わら、 日本 t して Hat 巧ら しめ， 文 历洲大 « 把は 日 
本を 巧 用して 巧 3 を まし 》 わ "がし 日本が ホ 巧に gi 一大と をる や これ fcffi へる 必巧 ホり とおつ て、 
大正 中年 f 含 巧を 沒 として， 二十 年 巧 G 日ち 同 里を 巧 巧して ホ 田 ©fit 巧へ る夕 にな 力を しわ。 
そして、 日本の 巧を 軍に が 阻 t かへ る》 を 巧 巧し 凹し ち E になの 巧拥 巧# な 巧は， まがに すつ 
を 巧ん つて 日本を まがから B 3 しやぅ と 企む に まつた のち だザ最 ネホ历 はち 田の がりに 
巧を ま «、 巧 巧 ま 巧 &の に » がた つかして 踊らな <& つた" だから •夕 K は 一人で やを も ♦して 
なる<?1|8サぁる0 


お 彼は 化 ま ホが はを < 日本のを 力 巧 困に 入 〇、 中 まに がても 何う にも 手 0 下し やうが 無 わった 
0 で’ なは 巧 まを 中む として 巧 巧に 美 Bow 益の 中、 わを 巧 < 巧に しわと 供せられ て わるが， とに 
角 化の 巧 やう こそは、 まが を •お w を •その 化 凡ゆる 田々 に大 & る お 響を 及げ し ホ 等ポホ < 培な 
巧 日本の 利を と 安危と に 巧す るの だから、 寸時〜 油断は 出 巧 &い〇 である。 巧 も ホ 今回のは « を 
-ホ 巧れば， 巧 ホを 初め アフボ -- スタン、 ペルシャ その他 回 わ 巧 送の ♦< 住む あ S ホ 洋の巧 巧 ホ 
に大 S 巧を 巧た すので、 巧に 必 巧© お 巧を 示して ねる 巧は •一面 巧 止で〜 ゎ 〇 巧の 報 ひで 4 ホる* 
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(a ミ 料 a か HB を 《 巧） 

—— り あ じ 店 書名 有 •店 賣時圓 全ぐ 
〇 いさ 下み を 申 御 接 直 は 際の れ 切り 賣 
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(巧 ミ# を 巧 十 巧を ff を） 

—— り あ じ 店 蕾 名ち •店 賣驛國 全 ◊ 
◊いさ 下を 申 御 接 直は 際 のれ 切り 賣 
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絶 岡 豊二著 

赤化し つ 

じ' び 一 


を历 十な (を吉 ち 


巧く 支那 


ホーを じを 6 あ 3 れ たが 巧な 支那で ある。 あるべき n 
ミン テ グンに 操 化されて むる 彼まで ある。 をして 赤な 
に 踊らされつ 、亡び 巧 < 支那 のぞ 巧を 巧く 


、巧り 巧に 口 S 切れ 0 泣は あを 一 
V にが 餐 房に 巧 ホ 込 下さい。 


舞 お 式资誤 








前 旧 義雖著 を 《十《 (き S ) 

.事變 >3 八將軍 



